
【オンライン】 合同・地方自治・公務員制度  
 

● 研修のねらい 

 

 

 

 

 

 

● この研修のおすすめポイント 

 

 

 

 

 

 

● 日程 

令和６年９月12日（木）～13日（金） 
 

● 予定人員 

１００人（県３０人、市町７０人） 
 

● 対象者 

（県・市町）希望する職員 

 

● 講師（予定） 

   

 

 

 

 

 

 

● 標準プログラム 

２日間  合計１２．０時間 

 

１日目 ９：15 - ９：30 オリエンテーション 

９：30 - 12：00 ・地方公共団体の種類と意義・地方公共団体の事務 

13：00 - 16：30 ・議会と長・行政委員会と委員・住民の地位と権利 

２日目 ９：30 - 12：00 ・国と地方の関係・地方財政 

13：00 - 16：30 ・地方公務員の範囲・地方公務員の義務と責任・地方公務員

の勤務条件 

◇受講者の声

 

 

 

 

 

 

 

 研修コード： 960 
R6.3.21時点 

・講師の説明がわかりやすく、実例も多く交えた内容で大容量でも理解することができま

した。自分の勉強や経験だけでは取り得れない知識を習得することができ、参加してよ

かったと思える研修でした。 

・普段読むと堅苦しい法律の条文を分かりやすく解釈することができました。個人的には

知識を再整理できてよかったと思う。 

≪広島修道大学 澤 俊晴≫ 

大学卒業後、広島県入庁。政策研究大学院大学や総務省に派遣後、総務局経営企画チーム

等に配属。広島県を退職後、山陽学園大学地域マネジメント学部准教授。２０２２年４月よ

り広島修道大学国際コミュニティ学部教授。専門分野は政策法務論、地方自治法、行政法。

著書に『通る起案はここが違う!公務員の文書起案のルール』（学陽書房）など多数。 

・地方自治法、地方公務員法及びその関連法の解釈、運用について基礎的な知識を習

得する。 

・地方自治の仕組み、今後の地方自治体のあり方及び地方公務員制度の仕組みについ

て理解する。 
 

・国・都道府県・市町村の役割分担 

・議会・教育委員会・監査委員の仕組み 

・公務員の義務・責任 

初任研修で説明されたはず、学校で習ったはずだけど思い出せない…今こそ学び直

しのチャンスです！ 


